
 

 

 

第９回化学物質の内分泌かく乱作用に関する国際シンポジウム 

一般向けプログラム パネルディスカッション（案） 

 
環境安全課 

１．ねらい 

①化学物質に関する環境省の取組とその成果について情報提供を行い、「化学物質のリ

スク評価」をどう進めているかに焦点をあて現状を伝え、情報共有を図る。 
②市民とともに今後の課題を見つけ、市民一人一人が化学物質の問題をどう捉え、ど

う対応していくかについて考える場とする。 
タイトルは「化学物質の環境リスクにどう向きあっていくか？」等。 
 
２．形式 

市民とのコミュニケーション促進という実施目的を明確にするために、ステージ上に

情報の受け手である一般市民を代表して疑問を投げかけるパネリストを配置し、専門

家や担当者がこの質問側パネリストからの疑問に対して答えるという形式で進める。 
 
３．内容 

環境リスク＝作用の強さ×ばく露量であるといったリスク評価についての説明や、作

用を検証するための試験法の実際・問題点についての解説、ばく露量把握のための環

境実態調査についての紹介を行い、その上で一般市民の代表としての質問側パネリス

トからの疑問をもとに議論を展開する。 
 
４．パネリスト構成 

●専門家・担当者側パネリスト 
・リスク評価の専門家 
・毒性試験の専門家 
・メーカーのリスク評価/管理担当者 
・行政担当官 
●一般市民を代表するパネリスト数名 
●コーディネーター１名 
 
５．時間 

１時間 40分程度 
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